社会性認識と自閉症スペクトラム障害に関する文理融合型研究の海外展開プログラムー事業の概要と今後の展望 by 金沢大学子どものこころの発達研究センター
  












海外展開と文理融合の道を求めて ............................................................................................... 3 
Ⅰ 事業の目的と実施体制 ......................................................................................................... 5 
１．事業の目的 ........................................................................................................................ 5 
２．本事業が目指す若手研究者の将来像 ................................................................................. 6 
３．事業実施体制 .................................................................................................................... 6 
４．事業経費 ........................................................................................................................... 8 
５．派遣者の募集・選抜 .......................................................................................................... 9 
６．派遣者へ経費配分、サポートについて ............................................................................ 10  
７．帰国報告書の提出と帰国報告会 ...................................................................................... 11  
Ⅱ 各年度の派遣概要 .............................................................................................................. 13  
１．平成 21・22 年度の概要  .................................................................................................. 13  
２．平成 23 年度の概要  ......................................................................................................... 15  
３．平成 24 年度の概要  ......................................................................................................... 16  
Ⅲ 事業内容の総括 .................................................................................................................. 18  
１．申請時計画との整合性 .................................................................................................... 18  
２．滞在旅費の執行について ................................................................................................. 18  
３．理系・医系若手研究者等の派遣 ...................................................................................... 19  
４．人文社会科学系若手研究者等の派遣 ............................................................................... 20  
５．国際ネットワーク構築への貢献 ...................................................................................... 20  






１．事業継続と金沢大学の「拠点化」 ................................................................................... 23  
２．米欧以外への展開 ........................................................................................................... 23  
派遣者帰国報告 ......................................................................................................................... 25  













本事業は、以下の「事業概要」に詳しく述べられているように、21 世紀 COE プログラム「発
達・学習・記憶と障害の革新脳科学の創成」（平成 16〜20 年度）の後継事業である本学重点研究
プロジェクト「社会性認識と自閉症スペクトラム障害に関する文理融合型研究」の若手研究者によ
る海外展開を目的として、平成 22 年 3 月より開始され、平成 25 年 2 月に終了したものである。 
したがって、本事業の成果はまさしく、この研究分野のいかに多くの若手研究者が海外の先進的
な大学・研究機関に学び、いかに多くの貴重な知見を得て戻って来たのか、という点で測られるべ























































































































図１．海外展開プログラム運営会議（職位は平成 25 年 3 月時点） 
 
本事業の母体である本学重点研究プロジェクト「社会性認識と自閉症スペクトラム障害に関する








 金沢大学 JST/RISTEX 研究プロジェクト「自閉症にやさしい社会：共生と治療の調和の模索」
（事業実施期間：平成 21 年～平成 24 年度） 
 戦略的創造研究推進事業ＣＲＥＳＴ「精神・神経疾患の分子病態理解に基づく診断・治療へ
向けた新技術の創出」研究領域研「社会行動関連分子機構の解明に基づく自閉症の根本的治
療法創出」（事業実施期間：平成 20 年度～平成 25 年度） 
 研究開発課題名：社会行動関連分子機構の解明に基づく自閉症の根本的治療法創出文部科学
省脳科学研究戦略推進プログラム（課題 F）「神経内分泌仮説に基づく知能障害を有する自
閉症スペクトラム障害の診断と治療の展開研究」（事業実施期間：平成 23 年度～継続中） 
 文部科学省 イノベーションシステム整備事業・地域イノベーション戦略支援プログラム(グ
ローバル型）「富山・石川地域 ほくりく健康創造クラスター：広汎性発達障害の診断・治


















 本事業実施期間の事業経費は以下のとおりである。  
 総額 38,700 千円（内、事業実施経費 35,264 千円、一般管理費 3,436 千円） 
  





























 派遣者の選抜は 2 段階の審査によって行われた。 




 第 2 段階は、プレゼンテーション審査である。申請者は、「原則、英語による説明」「パワーポ
イント使用」「報告 10 分・質疑 5 分」の条件でプレゼンテーションを行い、それに対し、運営会議
委員が、「研究課題の本事業との整合性」「派遣の必要性」「準備状況を含む計画性」などの面か

















第 1 回プレゼンテーション 
（平成 22 年 6 月 16 日、於・金沢大学附属中央図書館ブックラウンジ） 
第 2 回プレゼンテーション 
（平成 22 年 11 月４日、於・金沢大学附属中央図書館ブックラウンジ） 
第 3 回プレゼンテーション 
（平成 23 年 4 月 6 日、於・金沢大学附属中央図書館ブックラウンジ） 
第 4 回プレゼンテーション 
（平成 24 年 2 月 28 日、於・金沢大学附属中央図書館ブックラウンジ） 
第 5 回プレゼンテーション 





























（平成 23 年 4 月 1 日、於・近江町交流プラザ） 
第２回帰国報告会 







（平成 24 年 11 月 8 日、於・金沢大学附属中央図書館ブックラウンジ） 
第４回帰国報告会 









子掲載の帰国報告書一覧を参照されたい。尚、平成 21 年度の事業実施期間は平成 22 年 3 月のみで
あったので、平成 22 年度の派遣概要と合わせてまとめた。 
  












若手研究者 3 7 10 
大学院学生 2 9 11 












若手研究者 8 5 0 0 
大学院学生 2 2 2 2 

























9 0 1 0 0 10 0 0 
大学院 
学生 
4 4 0 0 0 2 0 0 

















若手研究者 6 3 9 
大学院学生 1 6 7 











若手研究者 5 4 0 0 
大学院学生 3 4 0 0 




















8 0 0 0 0 3 0 0 
大学院 
学生 
１ １ １ 0 0 3 0 0 






３．平成 24 年度の概要 












若手研究者 5 3 8 
大学院学生 1 1 2 














若手研究者 3 5 0 0 
大学院学生 1 0 1 0 































6 0 0 0 0 ２ 0 0 
大学院 
学生 
2 ０ ０ 0 0 ０ 0 0 









事業実施期間中の派遣者数は 47 人（延べ人数）である。JSPS は、各事業の一般的派遣者数が、
事業経費総額を 100 万円で除した数相当となることを想定している。この想定によれば、本事業の
派遣者数は最低 38 人程度となるのだが、事業申請時の計画では 52 人（延べ人数）であり、ほぼ計
画通りの人数を派遣したといえる。 



































織を選択し、留学することができた。また、北米神経科学会、国際内分泌学会、 Cold Spring 






大学生理学教室等への長期留学や学会発表，およびその間に、Nature Communications や Nature 
Cell Biology 誌での出版、（２）神経細胞の損傷や修復に関与するさまざまな原因や自閉症の原因
遺伝子のひとつである PTEN 等の研究に関する米国 Harvard 大学等への短期留学、および留学中の
研 究 の Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of 
America や Nature Neuroscience 誌での発表、 （３）社会性記憶や自閉症の原因染色体の研究で
米国カリフォルニア大学 Davis 校の MIND 研究所への数次の派遣研究、（４）さまざまな研究所で
の神経細胞初期発生や分化の基礎生物学的研究、ショウジョウバエ、ゼブラ魚や inducible 
















































 (２) カリフォルニア大学 Davis 校の MIND 研究所（米国）への若手研究者の派遣 
カリフォルニア大学 Davis 校の MIND 研究所は、医学のみならず、文系諸科学の広い範囲を含む
総合的な自閉症スペクトラム障害研究の世界的な拠点である。これまで、数次の派遣共同研究によ
り、社会性記憶や自閉症の原因染色体の研究ですでに本学研究者との連携関係が構築されていた。











(４)  金沢大学 RISTEX 研究プロジェクト「自閉症にやさしい社会」との相乗効果 
 本事業運営会議委員である大井学が代表を務める、JST/RISTEX「自閉症にやさしい社会：共生と
治療の調和の模索」（平成 21 年 10 月～25 年 3 月）との相乗効果も申請時の重要な目標であった。
これについては、4 人の同研究プロジェク研究実施者が本事業の助成を受けた（内、若手長期派遣 3
                                                          























 (1) 事業継続への努力（短期的展望） 
 本事業終了後も、規模を縮小しつつも海外派遣プログラムを継続できる体制を維持できることが
望ましい。そのためには、関係部局の連携により、大学全体からの理解を得る努力が必要となる。 
















































                                                          
3「7 都市化：これから都市はますます大きくなる」出典『70 億人の世界×70 億人のアクションキ



























長谷川千秋 修士学生 アジア 台湾 私立歡喜永和学園 H22.3.24 H22.3.27 
永島 幹子 ポスドク 北米 アメリカ ミシガン大学 H22.6.1 H22.11.30 
Olga Lopatina ポスドク ヨーロッパ フランス フランソワラブレ大学 H22.6.30 H22.7.20 




郡山 恵樹 助教 北米 アメリカ ハーバード大学 H22.7.11 H22.11.1 
長谷川 恵里 ポスドク ヨーロッパ 英国 ニューロフライ 2010 H22.8.30 H22.9.9 
長谷川千秋 博士学生 アジア 台湾 台東大学 幼児教育学系 H22.9.23 H22.10.2 




Li Hiu Kei 博士学生 北米 アメリカ ドゥリー エレメンタリー スクール H22.10.13 H22.10.28 
阿部 可奈恵 博士学生 北米 アメリカ マウス分子遺伝学会 2010 H22.10.25 H22.11.2 
東島 仁 ポスドク 北米 アメリカ 第 60 回アメリカ人類遺伝学会 H22.10.31 H22.11.8 
堀家 慎一 助教 北米 アメリカ カリフォルニア大学デービス校 H22.11.2 H22.11.14 
吉原 亨 助教 北米 アメリカ 第 40 回北米神経科学学会 H22.11.11 H22.11.19 
Sarwat Amina 博士学生 北米 アメリカ ジェファーソン医科大学 H22.11.12 H22.12.31 
Mohammad Islam ポスドク 北米 アメリカ ジェファーソン医科大学 H22.11.12 H22.12.31 
船坂 龍善 ポスドク 北米 アメリカ 第 50 回米国細胞生物学会 H22.12.8 H22.12.16 
吉村 優子 博士学生 オセアニア オーストラリア マッコーリー大学 H22.12.30 H23.3.1 
廣澤 徹 博士学生 ヨーロッパ 英国 ロンドン大学精神医学研究所 H22.12.31 H23.3.1 
Li Hiu Kei 博士学生 北米 アメリカ ドゥリー エレメンタリー スクール H23.1.19 H23.2.6 
宮原 正行 修士学生 オセアニア オーストラリア メルボルン大学 H23.2.14 H23.3.21 




大貝 和裕 博士学生 ヨーロッパ 英国 エディンバラ大学生命医科学部 H23.4.25 H23.8.2 
橋爪 智恵子 ポスドク 北米 アメリカ カリフォルニア工科大学 H23.5.30 H23.7.31 
西谷 真希 修士学生 ヨーロッパ 英国 
第 7 回ヨーロッパ 
ゼブラフィッシュ会議 
H23.7.3 H23.7.12 
馬場 嵩 修士学生 ヨーロッパ 英国 
第 7 回ヨーロッパ 
ゼブラフィッシュ会議 
H23.7.3 H23.7.12 






村中 達矢 ポスドク  ヨーロッパ 英国 シェフィールド大学哲学部 H2310.５ H24.3.12 
馬 文婕 博士学生 ヨーロッパ 英国 トラスト生物社会認知学院 H23.8.13 H23.8.22 
GEORGIEV Danko Dimchev ポスドク 北米 アメリカ ピッツバーグ大学精神科学科 H23.9.5 H23.11.18 
長谷川 恵理 ポスドク 北米 アメリカ 
コールド・スプリングハーバー研
究所 2011 年度会議 
H23.10.1 H23.10.10 
Ｌｉ Ｈｉｕｋｅｉ 博士学生 北米 アメリカ 
ドゥリー 小学校 
アダムス中学校 H23.10.10 H23.10.30 




伊藤 光俊 博士学生 北米 アメリカ 
第 44 回米国腎臓学会 
(ASN Kidney Week 2011) 
H23.11.7 H23.11.16 
馬 文婕 博士学生 北米 アメリカ 
第 41 回米国神経科学会 
 2011 年年次大会 
H23.11.8 H23.11.19 
































相川 隆行 博士学生 北米 アメリカ ケント州立大学哲学部 H24.8.15 H24.10.8 





堀家 牧子 ポスドク 北米 アメリカ カリフォルニア大学デービス校 H24.11.1 H24.11.12 
永田 伸吾 ポスドク 北米 アメリカ ケント州立大学政治学部 H24.12.16 H25.2.18 








派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 東田 知陽 







Cell Biology & Head of Cell Motility & Cytoskeleton Section, Randall 
Division of Cell & Molecular Biophysics, King's College London, Guy's 
Campus (Gareth E. Jones) 
派遣期間 平成 22 年 3 月 18 日～平成 22 年 3 月 23 日（短期） 
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派遣者 ・ 派遣先情報 







派遣期間 平成 22年 3月 24～平成 22年 3月 27（短期） 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 永島 幹子 




Department of Molecular, Cellular & Developmental Biology, University of 
Michigan (Pamela A. Raymond) 
派遣期間 平成 22年 6月 1日～平成 22年 11月 30（長期） 
 











Mϋller glia細胞が脱分化 (activated Mϋller glia) ・増殖し、その daughter cellが再び視細胞へと分化するためと考えられて
いる。しかし、そのメカニズムは不明である。 
 本派遣により、light lesion 1－5日後の activated Mϋller gliaにおいて、mature Mϋller gliaに特異的に発現する rlbp-1a 
geneの発現抑制と stem cellマーカーであるBLBP proteinの発現上昇を明らかにした。この結果は、視細胞破壊により引
き起こされるMϋller gliaの retinal stem cell化を示唆している。 
さらに、activated Mϋller gliaの核に特異的にGFPを発現する transgenic fishを用い、light lesion 1-2日後に、その核が
apical surface(外顆粒層)へmigrateすることを見出した。Mitoticな細胞がラベルされる pH3抗体を用いた免疫染色を行っ
たところ、GFP陽性 pH3陽性細胞は apical surfaceにのみ局在していた。この結果は activated Mϋller glia のmitosisが
apical surfaceで起こることを示しており、その nuclear migrationは、Interkinetic Nuclear Migrationであることが考えら
れる。 
 Mϋller glia 細胞の形態的特徴として、網膜の basal、apical surfaceへ放射状に伸びる radial processが挙げられる。
mitosis後、activated Mϋller gliaの radial processesにおいてN-cadherin proteinの発現上昇がみられた(light lesion 3-5
日後)。視細胞再生過程に、daughter cellは内顆粒層において neural clusterを形成することが知られており、N-cadherin
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 Olga Lopatina 
所属・身分・学位 
Department of Biophysical Genetics, Graduate School of Medical Science and 
School of Medicine・Postdoctral fellow・PhD 
研究テーマ 
Social behavior in mice (include parental behavior). Autoregulation of oxytocin. 




Lab. of Neuronal plasticity, Université François Rabelais (Y. Tillet) 
派遣期間 30 June, 2010 - 20 July, 2010（短期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
 
     Mouse models are increasingly contributing to understanding of the neural genetics of sensory  
processing, a variety of behavioral changes, including hyperlocomotion, anxiety, impulsivity, 
aggression, and learning and memory deficits. These behavioral abnormalities in rodents related to 
the symptoms in patients with neuropsychiatric disorders, such as attention-deficit hyperactivity 
disorder, obsessive-compulsive disorder, autism, schizophrenia and depression. The purpose is to 
study emotional behaviors and cognitive function in mice (rats) with abnormal behavior, lean new 




     My directions of investigation at the both laboratories  were neurobiological mechanisms of 
agonistic behavior or behavioral, physiological and neurochemical aspects of influence of repeated 
experience of social victories and defeats in daily social confrontations in male mice of different 
strains, the modeling and pharmacological corrections of psychopathologies, developing under 
influence of chronic social conflicts in the experiments. I worked with mice model of depression and 
abnormal social behavior. Also I visited department at the hospital of Touer and I was introduced with 
French research of human neurodevelopment disorders. 
 
Lambs are ready for maternal behavior experiment 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 Olga Lopatina 
所属・身分・学位 
Department of Biophysical Genetics, Graduate School of Medical Science and 
School of Medicine・Postdoctral fellow・PhD 
研究テーマ 
Social behavior in mice (include parental behavior). Autoregulation of oxytocin. 
ADP-ribosyl cyclase activity. 
派遣先 
（受け入れ研究者氏名） 
Neurogenetics of Social Behavior Sector, Institute of Cytology and Genetics 
Siberian Department of Russian Academy of Sciences (N.N. Kudryavtseva) 
派遣期間 20 July, 2010 - 19 August, 2010（短期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
 
     Mouse models are increasingly contributing to understanding of the neural genetics of sensory  
processing, a variety of behavioral changes, including hyperlocomotion, anxiety, impulsivity, 
aggression, and learning and memory deficits. These behavioral abnormalities in rodents related to 
the symptoms in patients with neuropsychiatric disorders, such as attention-deficit hyperactivity 
disorder, obsessive-compulsive disorder, autism, schizophrenia and depression. The purpose is to 
study emotional behaviors and cognitive function in mice (rats) with abnormal behavior, lean new 




     My directions of investigation at the both laboratories  were neurobiological mechanisms of 
agonistic behavior or behavioral, physiological and neurochemical aspects of influence of repeated 
experience of social victories and defeats in daily social confrontations in male mice of different 
strains, the modeling and pharmacological corrections of psychopathologies, developing under 
influence of chronic social conflicts in the experiments. I worked with mice model of depression and 
abnormal social behavior. Also I visited department at the hospital of Touer and I was introduced with 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 郡山 恵樹 





Children's Hospital Neurosurgery, Harvard Medical School (Larry Beowitz) 
派遣期間 平成 22年 7月 11日～平成 22年 11月 1日（長期） 
 













Phosphatase and Tensin Homolog Deleted from Chromosome 10 (PTEN) 欠損マウスの視神経―視覚中
枢神経投射モデルを用い、神経損傷後の神経伸長および神経回路再形成を解剖学的に評価するだけでな
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派遣者 ・ 派遣先情報 






Neurofly 2010, 13th European Drosophila Neurobiology Conference 
派遣期間 平成 22年 8月 30日～平成 22年 9月 9日（短期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 長谷川 千秋 






派遣期間 平成 22年 9月～平成 22年 10月（短期） 
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派遣者 ・ 派遣先情報 





Peirce Edition Project, Institute for American Thought, Indiana University - 
Purdue University Indianapolis (Andre De Tienne) 
派遣期間 平成 22年 10月 10 日～平成 23年 1月 24日（長期） 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 Li Hiu Kei（リ・ヒューキ） 
所属・身分・学位 連合大学院 小児発達学研究科・大学院生・PhD 




Dooley Elementary School 
派遣期間 13 October, 2010 - 28 October, 2010（短期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
 
     The purpose are :1) to find subjects (Japanese/English bilingual children) for my research at Dooley 







1) My professor and I visited Dooley Elementary School and we got approval from the principle 
for carrying out our research at the school.  We made arrangement for recruitment and actual testing 
dates which will be in coming January/February. 
2) We visited 2 schools, Dooley Elementary School and a Japanese daycare.  Therefore, we were 
able to observe children’s natural classroom behavior and their method of communication (use of 
languages, language switching, etc.) 
3) I interviewed 2 Chinese families in Montreal who have children with autism.  The parents told 
me about how the local education program and government support work in Montreal.  I also 
interviewed them about the difficulties they are facing with raising autistic children where the home 
language is different from the social language (school/support).   
4) We were able to run the test with 2 children at Dooley Elementary School.  We also found some 
volunteers who are able to help us with recruiting and scheduling. 
 
2．上記成果の発展性・今後の研究との関連性 
     As recruitment and scheduling are in process now, I will be able to go again in coming 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 阿部 可奈恵 





Mouse Development, Genetics & Genomics 
派遣期間 平成 22年 10月 25日～平成 22年 11月 2日（短期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 




 その一方で HP1γ 変異マウスは減数分裂期以前より生殖細胞数の減少が認められ、HP1γ ホモ変異マウスにおける始原生
殖細胞(PGC)の数を調べた結果、PGC の初期分化段階である E7.5 においてすでに PGC の減少が認められた。また、E6.5






 学会 2 日目に poster 発表を行い、多くの方に自分の研究成果について聞いていただく機会を得ることができた。特に、
PGCの増殖における HP1gと p21の関連性や HP1g変異マウスにおける他の phenotypeについて多くの質問を受けた。特









 未分化性の再獲得が不十分であると EG 細胞を作製することができないことが知られている。HP1g ホモ変異 PGC のヒ
ストン修飾状態はグローバルには異常は認められなかったが、遺伝子や領域特異的に部分的に修飾について詳細な解析がで
きていない。EG 細胞の樹立について解析を行うことで、より詳細な PGC のキャラクターについての情報が得られる可能
性が考えられた。 
 また、PGC の Migration の前と後で cell cycle の異常が同じように HP1g ホモ変異 PGC において起こっていると考える
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派遣者 ・ 派遣先情報 







派遣期間 平成 22年 10月 31日～平成 22年 11月 8日（短期） 
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派遣者 ・ 派遣先情報 







Brain Research Meeting 
派遣期間 平成 22年 11月 2日～平成 22年 11月 14日（短期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
 
 派遣者は，UC Davisの Dr.LaSalleとの共同研究で 15q11-q13領域における自閉症発症機序の解明に取
り組んでいる。共同研究では，自閉症でもっとも頻回に認められる染色体異常“15q11-13 の母方アレル特
異的重複”を，母親由来のヒト 15 番染色体をヒト神経細胞株 SH-SY5Y に移入することで再現し，過剰な
染色体がもたらす影響について，核内における染色体配置や染色体ペアリングを 3D FISH で解析する。
これまでの研究成果として，15q11-13 の母方アレル特異的重複による染色体ペアリングの異常が遺伝子
発現をグローバルに変化させていることを明らかにした。本派遣において，これらの研究成果を第 60 回





 第 60回アメリカ人類遺伝学会，Brain Research Meetingでの研究成果発表において，派遣者は多くの
研究者から研究成果に対するコメントを頂いた。特に，コネチカット大学の Dr.LaLande と 15q11-q13
領域の遺伝子発現メカニズムについて議論し，今後の新たな方向性を見出すことが出来た。また，将来
的な iPS細胞を用いた実験について議論し共同研究の可能性を模索できた。 






 現在，ヒト 15 番染色体を保持した TC マウスを作製している。このマウスは，自閉症モデルマウスと
して有用であると考えられる。そこで，これまでの in vitro での研究成果をこの TC マウスに反映させ，
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派遣者 ・ 派遣先情報 






Neuroscience 2010 Annual Meeting 
派遣期間 平成 22年 11月 11日～平成 22年 11月 19日（短期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
 N 型糖鎖上にガラクトースを付加する酵素の 1 つである，β4GalT-2 を全身で欠損したマウスを作出し，このマウスの脳精神機能を検討
するための行動神経科学的解析を行った．テストバッテリー方式の行動解析を行ったところ，この欠損マウスはロータ・ロッドテストでの
運動学習遅延やバランスビームテストにおける協調運動の障害，また Morris 型水迷路課題の習得障害を呈することを見いだした．また，
このノックアウトマウスの脳では大脳皮質萎縮と脳室の拡大，異所性の Purkinje 細胞が観察されると同時に，ガラクトースより先の HNK-
1糖鎖が欠失していることを確認した．これらの結果は， HNK-1糖鎖がシナプス可塑性や学習・記憶に重要であるという報告（Yamamoto 
et al., J.  Biol. Chem.: 2002）と一致し，β4GalT-2により形成される糖鎖構造が高次脳機能にとって重要であることを示唆するものであっ
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 Sarwat Amina 
所属・身分・学位 Graduate School of Medical Science・Postdoctral fellow・Ph.D. 
研究テーマ 
To identify the candidate TRP channels involved in calcium mobilization in 
hypothalamic oxytocinergic neuron. 
派遣先 
（受け入れ研究者氏名） 
40th Annual Meeting 2010, Society for Neuroscience, San Diego, USA. 
Jefferson Medical college, Philadelphia, USA. 
派遣期間 
12 November, 2010 - 18 November, 2010 (San Diego, USA)（短期） 
19 November, 2010 - 31 December, 2010 (Philadelphia, USA)（短期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
     ADP-ribosyl cyclase and/or CD38 are activated after oxytocin (OT) receptor stimulation in the hypothalamus and pituitary in adult mice, 
leading to facilitation of OT secretion. Although cyclic ADP-ribose (cADPR) primarily acts as an intracellular second messenger, it has 
been suggested that extracellular cADPR stimulates intracellular ryanodine receptors after internalization via the nucleotide-transporting 
capacity of CD38 in fibroblasts and astrocytes. However, little is known about whether extracellular cADPR activates neurons. To address 
this question, we used a model neuronal cell line, NG108-15 mouse neuroblastoma × rat glioma hybrid cells possessing CD38 but not OT 
receptors, and measured cytosolic free calcium concentrations ([Ca
2+
]i). Extracellular application of cADPR to NG108-15 cells elevated 
[Ca
2+
]i at 35C. The elevation was significantly enhanced when measured at 40C. The cADPR and heat-induced [Ca
2+
]i increase were 
blocked under extracellular Ca
2+
-free- conditions and by 2-aminoethoxydiphenyl borate (2-APB), an antagonist of TRPM2 cation channels. 
Reverse transcriptation-polymerase chain reaction analyses indicated that TRPM2 channels were expressed in NG108-15 cells. 
Application of OT elevated [Ca
2+
]i in NG108-15 cells transformed to transiently express cloned human OT receptors. The OT-induced 
[Ca
2+
]i response was also enhanced by heat. These results indicate that extracellular application of cADPR, together with heat, activates 
cation influx downstream of OT receptor signaling in NG108-15 neuronal cells, and suggest the possible involvement of TRPM2 channels 
in OT release in the mammalian brain.  
     My research project was to know about the involvement of TRP channels in hypothalamic oxytocinergic neurons by Ca Imaging 
technique and RNAi method. 
Dr. Shahidullah (Host researcher) is performing electrophysiology in the brain, known as pars intercerebralis (PI: hypothalamus) and 
corpora cardiaca (CC: pituitary equivalent organ) in living Drosophila. Therefore, I was planning to be introduced with the basics of fruit 
fly which include fly genetics, crossing and anatomy and how to measure the hormone secretion level. Later on I was planning to  knock 
down TRPM by RNAi and check the effect on hormone secretion using electrophysiological technique in Drosophila.   
 
派遣による成果 
     In Dr. Mohammad Shahidullah’s (Host researcher) lab, we did anatomical study in Drosophila brain. As they have constructed flies in 
which the PI neurons were visualized by driving the expression of green fluorescent protein (GFP), we dissected the Drosophila brain and 
took some picture where the GFP-expressing PI neurons are visualized by illumination with a fluorescent source. 
     Mushroom bodies (MBs) are the best-characterized insect brain region involved in associative learning and memory (Heisenberg, 
2003) and it has already reported that defective neuronal development in the mushroom bodies of Drosophila Fragile X Mental 
Retardation 1 (dfmr1) Mutants. (Michel et al., 2004). Similarly, we can check whether there are any similar defective phenotype in TRPM 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 Mohammad Islam 
所属・身分・学位 Graduate School of Medical Science・Postdoctral fellow・Ph.D. 
研究テーマ 
To determine Ect2 function in the developing nervous system and to elucidate if 
Ect2 could be a risk factor to autism 
派遣先 
（受け入れ研究者氏名） 
40th Annual Meeting 2010, Society for Neuroscience, San Diego, USA. 
Jefferson Medical college, Philadelphia, USA. 
派遣期間 
12 November, 2010 - 18 November, 2010 (San Diego, USA)（短期） 
19 November, 2010 - 31 December, 2010 (Philadelphia, USA)（短期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
     Previously, we performed genome-wide in vivo RNA interference (RNAi) screening to identify Drosophila 
genes required for development of the embryonic nervous system and searched for mammalian 
orthologues of these genes in the database. I investigated the expression of these orthologues at the mRNA 
level in the mouse brain of adult and embryo and found epithelial cell-transforming gene 2 (Ect2) expressed 
in embryo and specifically in the adult pituitary gland. Ect2 is a guanine nucleotide exchange factor (GEF), 
which is known to play an essential role in cytokinesis. Although there have been many cellular studies 
regarding the function of Ect2, the temporal and spatial expression patterns of Ect2 in vivo have not been 
determined. We examined the postnatal developmental expression of Ect2 in the mouse pituitary and 
demonstrated that enhanced Ect2 expression coincided well with the period of rapid pituitary expansion 
associated with increased growth rate. Therefore, we concluded in the Journal of neuroendocrinology that 
Ect2 plays a role in the postnatal proliferating pituitary cells and in the rapid expansion of pituitary 
development.  
     However, we did not elucidate the possibility of Ect2 involvement in the anterior pituitary hormone 
secretion. Dr. Shahidullah (Host researcher) is performing electrophysiology in the brain, known as pars 
intercerebralis (PI: hypothalamus) and corpora cardiaca (CC: pituitary equivalent organ) in living 
Drosophila. Therefore, I was planning to be introduced with the basics of fruit fly which include fly genetics, 
crossing and anatomy and how to measure the hormone secretion level. Later on I was planning to  knock 
down Ect2 by RNAi and check the effect on hormone secretion using electrophysiological technique in 
Drosophila.   
派遣による成果 
     In Dr. Mohammad Shahidullah’s (Host researcher) lab, we did anatomical study in Drosophila brain. As 
they have constructed flies in which the PI neurons were visualized by driving the expression of green 
fluorescent protein (GFP), we dissected the Drosophila brain and took some picture where the GFP-
expressing PI neurons are visualized by illumination with a fluorescent source. 
     Mushroom bodies (MBs) are the best-characterized insect brain region involved in associative learning 
and memory (Heisenberg, 2003) and it has already reported that defective neuronal development in the 
mushroom bodies of Drosophila Fragile X Mental Retardation 1 (dfmr1) Mutants. (Michel et al., 2004). 













- 74 - 
 
派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 船坂 龍善 





第 50回American Society for Cell Biology年会 
派遣期間 平成 22年 12月 8日～平成 22年 12月 16日（短期） 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 吉村 優子 
所属・身分・学位 





Macquarie Centre for Cognitive Science, Macquarie University (Stephen Crain) 
派遣期間 平成 22年 12月 30日～平成 23年 3月 1日（長期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 廣澤 徹 





Institute of Psychiatry, University of London (Genichi Sugihara) 
派遣期間 平成 22年 12月 31～平成 23年 3月 1日（長期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 Li Hiu Kei（リ・ヒューキ） 
所属・身分・学位 連合大学院小児発達学研究科・大学院生・PhD 




Dooley Elementary School 
派遣期間 19 January 2011 - 6 February 2011（短期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
 




     As stated above, the purpose of my second visit is for data collection. 
     We were able to recruit 17 students from Dooley Elementary for this research. 
     I was able to meet with 12 students this time and have to perform the computer tests for this 
research. 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 宮原 正行 





University of Melbourne (Graham Priest) 
派遣期間 平成 23年 2月 14～平成 23年 3月 21日（短期） 
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派遣者 ・ 派遣先情報 





1) The American Society for Biochemistry and Molecular Biology annual 
meeting 
2) The American Association for Cancer Research annual meeting 
派遣期間 平成 23年 3月 25日～平成 23年 4月 16日（短期） 
 











 アメリカ合衆国オーランドで開催された第 102回American Association for Cancer Research年会、











ている。今回出席した第 102回American Association for Cancer Research年会およびAmerican 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 大貝 和裕 




1) Centre for Neuroregeneration, University of Edinburgh (Catherina G. Becker) 
2) 7th European Zebrafish Meeting 
派遣期間 平成 23年 4月 25日～平成 23年 8月 2日（長期） 
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派遣者 ・ 派遣先情報 






カリフォルニア工科大学 化学工学部（André Hoelz） 
派遣期間 平成 23年 5月 30日～平成 23年 7月 31日（長期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
 真核細胞の核膜を貫通する核膜孔複合体 (Nuclear Pore Complex; NPC) は総分子量 120 MDa、約 30種類の核膜孔タンパク質群（Nucleoporin）から構成され
た巨大な自己集合体であり、核－細胞質間でのタンパク質、RNA 等の物質輸送を制御している巨大タンパク質チャネルである。NPC は有糸分裂期において核
膜の崩壊と共に脱集合し、染色体分裂後に再集合する劇的な変化をみせるが、最近の研究で Nucleoporin がキネトコアの機能、及び染色体分離に重要な役割を
果たしていることが新たに分かってきた。さらに、いくつかの Nucleoporin (Nup88, Nup98, Nup214 及び Tpr)の中には癌との関連が報告されているものがあ
る。 
 報告者は、発癌の進行と発現量の増加の相関が報告されており、腫瘍マーカーとみなされている Nup88 に注目し、解析した結果、Nup88 の正確な発現は染
色体の異数体化と発癌を防ぐために重要な役割を果たしていることを明らかにした(Hashizume et. al., Mol. Cancer, 2010)。 
 一方、派遣先のカリフォルニア工科大学 André Hoelz 助教の研究室は、NPC タンパク質の構造解析を重点テーマに研究を行っており、最近でも Cell, 
Molecular Cell, PNASといった一流学術雑誌に NPCタンパク質サブ複合体の X線結晶構造解析結果を発表し、NPCの詳細な構造と機能の理解をより一層深め
る、この分野をリードする優れた研究を行っている。 
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派遣者 ・ 派遣先情報 






7th European Zebrafish Meeting 
派遣期間 平成 23年 7月 3日～平成 23年 7月 12日（短期） 
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派遣者 ・ 派遣先情報 







7th zebrafish european meeting 
派遣期間 平成 23年 7月 3日～平成 23年 7月 12日（短期） 
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派遣者 ・ 派遣先情報 





Department of microbiology and immunology, University of Davis (Janine 
LaSalle) 
派遣期間 平成 23年 7月 29日～平成 23年 8月 18日（短期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
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派遣者 ・ 派遣先情報 






Department of Philosophy, University of Sheffield (Christopher Hookway) 
派遣期間 平成 23年 10月 5日～平成 24年 3月 12日（長期） 
 















 パースは論文 "Hume on Miracles" (1901) や手稿 "On the Logic of Drawing History from Ancient 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 Wenjie Ma（馬 文婕） 
所属・身分・学位 
Graduate School of Medical Science・Graduate Student・Pharmacological 
Master 
研究テーマ 
Analysis 0f the Molecular and Cellular Mechanisms of Neuroendocrinological 




Trust School on Biology of Social Cognition 
派遣期間 13 August, 2011 - 22 August, 2011（短期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
 
     Oxytocin (OT) exerts its various neurotransmitter functions through the special receptor (OTR) that 
has been localized to distinct brain regions. Recently, some researchers have reported that OTR-
deficient (OTR-/-) mice display defects in maternal nurturing, and OTR-/- infants emit fewer ultrasonic 
vocalization than wild type littermates in response to maternal separation. Adult OTR-/- males show a 
deficit in social discrimination and an increase in aggressive behavior. Thus, studies on the agonist 
effects of OT on OTR have become one of the important research fields in relation to social behavior 
and chronic CNS disorders including autism. My research project is to develop OT receptor (OTR) 
heterologous expression systems for analyzing the molecular and cellular mechanisms of 
neuroendocrinological activities mediated by the human OTR. 
     In our research, both hOTR- and hOTR-EGFP- expressing cell systems that we made could be used 
for analysis of desensitization and internalization of the hOTR. Also, these cells would serve as a 
useful tool for evaluation of psychotomimetics targeting the hOTR.  
     Therefore, I was planning make a talk about the heterologous expression system at the molecular 




     The trust school on biology of social cognition, provided intensive training in the biological 
underpinnings of social behavior, aimed mainly at advanced graduate students, post-doctoral fellows, 
and faculty. This week-long workshop reviewed the genetic, molecular, and neural factors that 
contribute to social behaviors, details emerging on analytical approaches to these topics, and 
discusses theoretical advances that have helped make sense of the data. The program emphased 
human social cognition, but also featured comparative and evolutionary approaches. All themes were 
related to the clinical consequences of dysfunctional social cognition as well as the role of 
translational research in these topics. So I got some advises about my research at the relationship 
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Ma, Wen-Jie（馬 文婕） 写真 
 
 





Wellcome Trust School on Biology of Social Cognition 2011 







- 144 - 
 
 







- 145 - 
 
派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 Danko Georgiev 
所属・身分・学位 
Department of Psychiatry, Graduate School of Medical Science・Postdoctoral 
fellow・Ph.D. 




Department of Psychiatry, University of Pittsburgh 
派遣期間 5 September, 2011 - 11 November, 2011（長期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
 
     The main purpose of my research visit was to get acquainted with the functioning and management 
of a human brain databank, which is operated at Translational Neuroscience Program, Department of 
Psychiatry, University of Pittsburgh. In particular, the objective goals were to study and participate in 
the creation and management of the brain databank, including cutting the brain, photographing and 
storing the sections, digital organization of the subject information and designing an experimental 







     During my two-month stay at University of Pittsburgh I have participated on a regular basis in the 
processing, cutting, photographing and storing of human brains obtained from Allegheny County 
Medical Examiner's Office (Pittsburgh, PA). In addition, I have participated in the design and realization 
of an experimental project studying the expression of KCNS3 mRNA in the dorso-lateral prefrontal 
cortex (DLPFC) of control subjects and subjects with schizophrenia using in situ hybridization. 
Because I have found decreased KCNS3 mRNA expression in DLPFC of subjects with schizophrenia, I 
tested if this change is due to the pathophysiological processes in schizophrenia or the KCNS3 mRNA 
reduction could be result from treatment with atipsychotics. Therefore, I have performed in situ 
hybridization study of KCNS3 mRNA expression in DLPFC of macaque monkeys exposed to placebo, 
typical (haloperidol) or atypical (olanzapine) anti-psychotics. I have found no effect of antipsychotic 
exposure on KCNS3 mRNA levels, from which could be concluded that reduction of KCNS3 mRNA 
levels is part of the pathophysiological processes occurring in schizophrenia. My results were 
















- 146 - 
 
Georgiev, Danko 写真 
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The Cathedral of Learning at the University of Pittsburgh is the second tallest university building in the 
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派遣者 ・ 派遣先情報 






Cold Spring Harbor Laboratory Meeting 2011 
派遣期間 平成 23年 10月 1日～平成 23年 10月 10日（短期） 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 Li Hiu Kei（リ・ヒューキ） 
所属・身分・学位 連合大学院 小児発達学研究科・大学院生・PhD 
研究テーマ Bilingual communication in children with ASD 
派遣先 
（受け入れ研究者氏名） 
1) Dooley Elementary School 
2) Adams Junior High School 
3) 日本人学校 
派遣期間 10 October, 2011 - 30 October, 2011（短期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
The purpose are : 
1) continue data collection at Dooley Elementary School 
2)Classroom volunteering 
3)Visit Japanese Day School and Japanese Saturday School  
4)Visit local elementary school with special education program 
派遣による成果 
1．派遣による具体的成果 
1) I was able to finish collecting data with the previous 19 research participants.  My professors and I 
also gained approval and support for second recruitment at the same elementary school. 
2) We were able to observe the classrooms of Japanese Day School and Japanese Saturday School 
and gained a better understanding of the curriculum and current condition of children’s Japanese 
learning in Chicago. 
 
2．上記成果の発展性・今後の研究との関連性 
     We were able to successfully finish collecting data of the participants from the first recruitment.  So, 
we can proceed to data analysis and hopefully obtain a more complete view of bilingualism in children 
with HFASD.  
     We were able to create several new connections which can enhance our future recruitment for this 
research. 
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派遣者 ・ 派遣先情報 





2011 Society of Research Administrators International (SRA) Annual Meeting 
派遣期間 平成 23年 10月 23日～平成 23年 10月 28（短期） 
 








 研究支援専門職（リサーチ・アドミニストレーター）の国際的な職能団体団体 Society of Research 
Administrators International(SRA) のミーティングにおいて、日本の研究支援の現状を紹介することがで
きた。また、SRAの Executive Directorおよび President Executive Directorおよび Presidentと面談
し、産学連携業務を含め、日本と北米の研究支援業務の違いについてディスカッションを行った。さら
に、米国における研究支援業務について体系的に記した”Research Administration and Management”
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 伊藤 光俊 
所属・身分・学位 学際科学実験センター 遺伝子改変動物分野・大学院生・修士（医学） 




ASN Kidney Week 2011 
派遣期間 平成 23年 11月 7日～平成 23年 11月 15日（短期） 
 




 UDP-N-acetylglucosamine-2-epimerase/N-acetylmannosamine kinase （GNE）はシアル酸生合成経
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 Wenjie Ma（馬 文婕） 
所属・身分・学位 
Graduate School of Medical Science・Graduate Student・Pharmacological 
Master 
研究テーマ 
Analysis 0f the Molecular and Cellular Mechanisms of Neuroendocrinological 
Activities mediated by the Human Oxytocin Receptor. 
派遣先 
（受け入れ研究者氏名） 
1) Cell symposia 2011-Autism Specture Disorders:From Mechanisms to 
Therapies, Arlington, VA, USA 
2) 41st Annual Meeting, Neuroscience 2011, Washington DC, USA 
派遣期間 8 November, 2011 - 19 November, 2011（短期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
     As we known, the clinical phenotyps of ASD are varied and complex, while the causes of autism are not 
clear, in recent years significant progress has been made towards unraveling the underlying disease 
etiology and candidate machanisms.The Cell Symposia: Autism Specture Disorders:From Mechanisms to 
Therapies, was designed to bring together researchers and clinicans studing autism from across 
disciplines and approaches, including genetic, molecular, circuit-level, systems and cognitive based 
approaches. 
     41
st
 Annual Meeting, Neuroscience 2011is the premier venue for neuroscientists to present emerging 
science, learn from experts, forge collaboration with peers and advance career development in the 
Washington DC, USA. 
     In these two conferences, I was planning make talks about the heterologous expression system at the 
molecular and cellular activities of human OTR. Then I thought I can also get some advises about my 
research at the relationship between human social behavior and the genetic background. 
派遣による成果 
     OT exerts its various neurotransmitter functions through the special receptor (OTR) that has been 
localized to distinct brain regions. Recently, some researchers have reported that OTR-deficient (OTR-/-) 
mice display defects in maternal nurturing, and OTR-/- infants emit fewer ultrasonic vocalization than wild 
type littermates in response to maternal separation. Adult OTR-/- males show a deficit in social 
discrimination and an increase in aggressive behavior. Thus, studies on the agonist effects of OT on OTR 
have become one of the important research fields in relation to social behavior and chronic CNS disorders 
including autism. In our research, both hOTR- and hOTR-EGFP- expressing cell systems that we made 
could be used for analysis of desensitization and internalization of the hOTR. Also, these cells would serve 
as a useful tool for evaluation of psychotomimetics targeting the hOTR. 
     In these communication meetings, I presented my poster on the molecular and cellular activities of two 
mutant types of human oxytocin receptors found in Japanese subjects with autism. I thought it was a good 
opportunity for me to share my research results and experiences with other researchers. In addition, it also 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 辻 隆宏 





Centre for Integrative Physiology, University of Edinburgh (Mike Ludwig) 
派遣期間 平成 23年 11月 16日～平成 24年 3月 29日（長期） 
 



















ス法や電気生理学的な in vivoでの解析ができる世界でも有数な研究室である。申請者は咽頭から SCN神経の活動を記録
するため、咽頭側より刺激電極を SCNに到達させる手術法を習得し、さらに光刺激や光刺激の代わりとなる視神経への電
気刺激、さらに SCNへ薬剤投与が可能な第 3脳室へのカニューラの設置も完了した。これまでは SCN神経の活動にも概
日周期があることがわかっていたが、申請者は光刺激に対して非常に反応性の高い細胞を光により活性化する細胞 (light-
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 東田 知陽 





Centre for Integrative Physiology, University of Edinburgh (Mike Ludwig) 
派遣期間 平成 23年 11月 16日～平成 24年 3月 29日（長期） 
 







































- 178 - 
 
辻 隆宏・東田知陽 写真 
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派遣者 ・ 派遣先情報 






ロンドン大学 ロイヤルホロウェイ 心理学部 (Courtenay Norbury) 
派遣期間 平成 24年 2月 17日～平成 24年 4月 17日（長期） 
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派遣者 ・ 派遣先情報 





University of Edinburgh, Center for Integrative Physiology 
(Mike Ludbig) 
派遣期間 平成 24年 4月 13日～平成 25年 2月 28日（長期） 
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派遣者 ・ 派遣先情報 





University of Edinburgh, Center for Integrative Physiology 
(Mike Ludbig) 
派遣期間 平成 24年 4月 13日～平成 25年 2月 28日（長期） 
 




与する低分子量 G 蛋白質 Rab ファミリーに注目している。Rab はヒトでは 60 種類からなり膜輸送に関与する以外には
それぞれの Rab がどのように機能しているのかはほとんどわかっていない。申請者は、東田研究室で、視床下部や下
垂体に発現する Rab を野生型マウスおよび、養育行動が低下する Cd38 ノックアウトマウスで特定した。留学先研究室
は、樹状突起より放出されるオキシトシンやバゾプレシンの分泌量を測定するためのマイクロダイアライシス法や電気

















らに、World of Congress on Neurohypophysial Hormones 2013でも今回の留学中の結果をまとめ、報告する予定である。 
２．上記成果の発展性・今後の研究との関連性 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 成瀬 智恵 




Department Cell and Developmental Biology, Max Planck Institute for Molecular 
Biomedicine (Hans R. Shoeler) 
派遣期間 平成 24年 5月 31日～平成 24年 8月 31日（長期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
 派遣先であるDr. Schoelerの研究室は iPS細胞研究や哺乳類の発生研究の最先端の研究室である。申
請者は哺乳類の形態形成や神経発生におけるエピジェネティクス制御に関する研究を進めており、ノッ








 レンチウイルスを用いて山中 4因子または代替因子をヒト繊維芽細胞に導入することで iPS細胞を作
製する方法を習得した。具体的には特定の遺伝子を発現するレンチウイルスの精製方法、ヒト繊維芽細
胞へ安全にレンチウイルスを感染させる方法、iPS細胞の培養および継代方法、iPS細胞であることを証
明する方法を習得した。次に episomal vectorを用いて iPS細胞を作製する方法は受け入れ先研究室で樹
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派遣者 ・ 派遣先情報 





8th FENS Forum of Neuroscience (the Federation of European Neuroscience 
Society ) 
派遣期間 平成 24年 7月 12日～平成 24年 7月 20日（短期） 
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吉原 亨 写真 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 郡山 恵樹 





XVth International Symposium on Retinal Degeneration 
派遣期間 平成 24年 7月 15日～平成 24年 7月 22日（短期） 
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派遣者 ・ 派遣先情報 






Department of Philosophy, Kent State University (Deborah R. Barnbaum) 
派遣期間 平成 24年 8月 15日～平成 24年 10月 8日（短期） 
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派遣者 ・ 派遣先情報 






School of Medicine, University of California, Davis (Janine M. LaSalle) 
派遣期間 平成 24年 11月 1日～平成 24年 11月 12日（短期） 
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派遣者 ・ 派遣先情報 
氏 名 Shirin Akther 
所属・身分・学位 Graduate school of medical science・Graduate Student（Doctor） 
研究テーマ 
Social behavior and Parental behavior in mice. Immunohistochemical analysis of brain Aromatase level in 
ICR and CD38 KO mice and elucidate its rapid function in paternal parental behavior, social-communication 
and cognitive behavior. 
派遣先 
（受け入れ研究者氏名） 
Centre for Neurodevelopment and Autism in Children. 
Bangabandhu Sheikh Mujib Medical University, 
派遣期間 平成 24年 10月 25日～平成 24年 11月 27日（短期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
Mouse models are increasingly contributing to understanding of the neural genetics of sensory processing, a 
variety of behavioral changes including anxiety, impulsivity, aggression and learning memory deficits. These behavioral 
abnormalities in mice related to the symptoms of the patients with neuropsychiatric disorders such as obsessive-
compulsive disorder, autism, schizophrenia and Depression.   
During my internship, I plan to study abnormalities in social and cognitive behavior and early developmental 
process in autistic children, learn new methods and techniques. This study can help me in my research with CD38 
knockout (CD38 KO) mice which have deficit in social behavior and can be used as a model of autism. 
派遣による成果 
  At present I am doing research in the department of Neuroscience, where my research is focused mainly on 
Autism Spectrum Disorders (ASD). Here, my research is related to CD38 knockout (CD38 KO) mice which are well-
known mouse model of autism. These mice show abnormal social cognition, repetitive behavior and less paternal 
parental behavior, which are like the autistic patient. We are also trying to see the effect of oxytocin on these CD38 
KO mice to rescue the social impairment. That can also be a treatment for ASD children. Thus I become interested 
to know not only about the ASD research and development of developed countries of the world but also about the 
poor and developing counties like ours, where the resource is limited. I wanted to know about the awareness and 
research of ASD in developing country like Bangladesh. 
 
In my overseas program in Bangladesh, I worked in Centre for Neurodevelopment and Autism in Children; which is 
the first autistic center in Bangladesh. Bangladesh is a developing country and the research funding for cutting edge 
research is very limited, in other words, the research and awareness for autism is just started.  
 
I came in contact to lots of autistic children, observed there behavioral abnormality.  
I attained many seminars over there and described about autism spectrum disorders. I have shared the up to date 
research related to autism in the first world country like Japan with the doctors of the institute through those 
seminars. I described the beneficial effect of Oxytocin in social impairment and it could be use a good drug for the 
autistic patient. Thus I had a firsthand experience of the interaction with the autistic children which give me the 
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派遣者 ・ 派遣先情報 






（Dr. Andrew Barnes, Dr. Deborah R. Barnbaum） 
派遣期間 平成 24年 12月 16日～平成 25年 2月 18日（長期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 
 









①派遣期間中は、オハイオ州の動向を注視しつつ、Autism Speaks のこれまで state initiative の展開や
その他の唱道活動について、米国における自閉症治療研究へのファンド・レイジングとの関連から考
察・検討した。派遣期間中、オハイオ州では、Essential Health Benefits (EHB) benchmark planにおい
て、自閉症治療を保険の適用対象とする州政府の取り組みが行われていた。これは、Autism Speaks が









ている。具体的には、2007 年に国連総会決議として採択された「世界自閉症啓発デー（毎年 4 月 2
日）」における Autism Speaks の役割など、「自閉症を巡る政治」のグローバルな展開や、RISTEX 研究
プロジェクトの問題意識との相乗効果としての「人間の安全保障と自閉症」についての検討を行いた
い。 
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派遣者 ・ 派遣先情報 






（Gil Eyal 教授） 
派遣期間 平成 24年 12月 23日～平成 25年 2月 24日（長期） 
 
派遣目的 ・ 成果報告 
派遣目的 














 第二に、今後も Gil Eyal 教授とのディスカッションを継続し、自閉症の社会学的研究のネットワークを拡大させて
いくこと、あわせて国際的な比較研究を共同で行うことを確認した。 
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